
鹿児島４

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 (地域レベルでの取組基盤の整備)協働と持続性確保のための枠組み・体制の整備

手法名 地域の所得向上と生きがい創出をめざすエコツーリズムの推進と体制づくり

主体 鹿児島県、ＮＰＯ法人エコ・リンク・アソシエーション

背景
（地域の
課題）

南薩地域では過疎化や高齢化がすすみ、農林水産業の停滞などのなかで地域活力の低下が深刻な
問題となっている。都市との交流事業として、エコツーリズムに取り組む地域が増えているが、地域の
自然と人材を活用し、地域の雇用創出と住民の生きがい形成につなげるためにはは、多くの農山漁
村の人々が関われる体制づくりが必要である。

ＮＰＯ法人エコ リンク アソシエ シ ンでは 南薩地域の森川里海を舞台とした自然学校 民泊型修ＮＰＯ法人エコ・リンク・アソシエーションでは、南薩地域の森川里海を舞台とした自然学校・民泊型修
学旅行の企画・運営を行うとともに、各地の受入体制構築、プログラム企画、地元のコーディネートなど
の支援を鹿児島県とともに行っている。
目標を
　・農山漁村地域にすでにある資源を、地域の人の知恵で有効に活用。
　・地域の所得の向上と、住民の活性化が図られる。
　・体験指導者となる高齢者に生きがいを与えられる。
とした上で、地域全体としてグリーン・ツーリズム等の受け入れができるよう、以下の取組を行っている。
・地域において都市住民との交流を行う活動主体としての組織の育成・強化

手法/方
策の詳
細

　・地域において都市住民との交流を行う活動主体としての組織の育成・強化
　・中核となる人材の確保
　・地域の関係者の合意の下に役割分担を明確化
　・地域ぐるみで取り組む体制づくり

鹿児島県とエコ・リンク・アソシエ-ションでは、「南薩地域グリーンツーリズム推進協議会」を設置。その
中に、自治会単位での協議会を設立して、海、山、川など、それぞれの特徴的な自然・文化・人的資
源を活かしたプログラム開発を行っている。源を活かしたプログラム開発を行っている。
エコ・リンク・アソシエーションは、受入団体の一つであるとともに、各地域の推進協議会立ち上げに協
力し、地元のコーディネーター、県内の受入協議会，受入内容（メニュー），修学旅行の行程等，総合
的に把握して南薩地域全体としての体制づくりの事務局を担っている。

また県が「鹿児島県における農山漁村生活体験学習に係る取扱指針」、「農山漁村生活体験学習の
受入れの手引」を策定。これにより、農家等の受け入れが容易になり、受入数が増加した。

手法・技
術的視点

各地の受入組織の立ち上げを支援するとともに、その連携により、南薩摩の自然環境やツーリズムプ
ログラムの多様性を確保している。

参考
資料
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